
蒸桑法に依る家蠶の蟹蛆驅除に關する試驗

（2）特に熱處理桑給與の産卵竝に次代蠶に及ぼす影響

宮坂收

山口定次郞

　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　書

　　　　　ぐの
　著者等は暴に蟄「1縦象防のEI・1的を以て桑葉i櫓電理に關する試験を行ひ、特に蟹肌の寄ξヒ豫防敷

果蚊に飼育成績に及ぼす影郷な，調ぺたる腱、之が可成り豫防敷襲あるこミを認めたるのみなら

ず、飼育戚績に何箸の悪影卑i馨を及ぼきfるを知つたので、今問は當代に於ける薦卯成績ε、斯

かる熱1’！毫理桑漉が訳代に如何なる影響を齎す毛のなのやに就て試鹸を行つた。

　鯉兇前代の螢養が次代嶽に及ぼす形響に就て1師r院者により其の有無臓々にして今倫建訟な

き駅態にあるが、ll寺に薗代の熱ll違理桑の新鮮なりし4垂｝合、叉貯戴桑なりし揚合のものが次代影

響如何なりやに關しては之が例：窺を見ないので、之を勉含してここにその一端を報告し大力の

謬考に資せんεする次第である。

　　　　　　　　　　　　1材料及び試瞼力満
　初料獄國灘波：〔05號。前年（illl，　F！tl．1．　El）三琶爆1肛7励熱鵬理桑糸合與を行へるものを昭弧2

年春期鯛育。熱號珊｛は50【Cノ）駅蒸氣K）介湖擾鯛である。前代の試臓賊別は次の如し。

　　　瞥榊鮮賊癖・lil一鉱甑穂・1

　　　蒸桑綱懲il蒸桑貯り翻礁lli

他の品種支17號をも用ひたるも傾陶大概詞搬であつたので之を粥いた。

　　　　　　　　　　　　∬試　瞼　　成　績

A．熱慮理桑の爺卵成績

　　　　　　　　　　　　魔　　卯　　成　　績

畷　　　　　　別

菰
新
鮮
匿

蒸
桑
新
鮮
巌

奈齢期

稚齪期
］ll：鑓期

登齢期

稚醒期

lil：澱期

細　　障　　卵　　数

睡多隊少・・ls均
5諮

561

4諮

444

1°”°ユ14’11

603

601

576

獅4

476

4誠

50s聾

508．O

500．昼

551．2

527．4

504．5

健　　　卵　　　数

飛多隔少．陸均
讃

553

560

593

598

569

4講

536

鍍0

45ヱ

472

42工

sodi！

4gs，4

495．9

544．O

512s

498、8

簸蒜繊難誌　　第十巻　第二號　　工937
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蓋　剰翻　　5s5
桑
　　稚簸期　　　侃1貯
藏
　　lH：鍛期　　　577暇

剰酬｛li

413

417

440

423

439

456

504．9　　　　584

5丑3．0　　　　60d－

511．6　　　　　　　557

515，9

525．rt

534．O

（io7

595

5S8

412

414

4工9

421

411

446

49S．6

51．1．9

492，済

r）O；；，｝1

51ユ．4

524．4

（調査蛾鶏鰍28蜘｛e

上表によつて見るε、2陶卵敷1醐翻繰新鮮1縫1爵棚及び灘期款は穐ll臨触蝋貯蔵、

糠！繊勘順であつた・ここ藤輔繰・醐新魚糠給1蜥の卵撒舞麟然の娠考’、

られるが・灘貯灘細込励卯教多紺蜘肋るこt一で鵡。傭死轍ぴ・fl受糊徽燃
すε款表の如くである。

　　　　　　　　　　　　死卯及び不受精卯
　　　　　・一…．一一＿＿．、．＿．，一＿＿．．＿＿＿＿＿＿．一．一、＿＿一＿．＿＿＿．＿．一＿．．

撮　　　　　　瑚
　　　　　　　　　1
　　馬・　　　　　　　！

魯
把

鮮
臓

桑
新
鮮
！・痕

憂　　齢　　期

稚　　鐡　　期

批　　澱　　期

蚕　　購　　期

稚　　叢　　期

liヒ　蝦　　期

死卵及不厩非澄卵∵プ1；・it

最　列最　少レド　均

鋤

貯

撮

蒸
桑
貯
藏
峨

｝；；憾 　帰
O、8S

露、OS

O．92

5．59

S。76

4，S2

0．OO　　　　　　　1．工2

0，00　　　　　　　2．74

0，00　　　　　　　　1・12

O．20

0．00

0．4露

o．23

0．71

0ユ7

　　　1．25

　　　L），13

　　　3．74

劉…

@　　　一k，．47

2，6S

1．79

上表によつ覗るに路圃櫛少の腱はあるがその差顯警ではない。飢刻r雅劃膚

蝋・臆「階1醗灘に）ヒ較し燃烈臓の鞭が死珂P、穫榊の蝋筋ト臆熱慮
理によつて難中鰻観が長く保存されてゐ鵬であらうε考へらazる。傭脚糠獅｛）

以上の如誠埋鵜與敏代卵の飼育撒を昭瓢2嚇卿り1に於て1わ働舵が轍を示
す。

B・…爽代獄成績
　1・　夢1湾…　　イヒ　　歩　　合

前代に於礪盤恥施せ硲極玄をi糊12・師月2「R二儲瀞し（㈱方法は2職蜘、
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2t）℃略蜘腕保紺）垣靴に軌しめナ・．之にck・R’i・ば1備・聯」に｛靖殿嬬娠駄認

められなかつナ・畝に靴殆・死賜鰍ぴ1糖死聯合燃す。

卿　　　化　　　成　　　績

’一一一・一・剛』bU…甲 F蹴』 @一一’・一一一一一一一　　＿＿一＿．＿．　一＿＿．一一．＿．＿＿＿．＿．＿一壁皿一＿．＿．一．．＿　　．＿＿＿ヒ

悶　　　　　　　別

魯
瓶
桑
新
鮮
賊

薬
新
鮮
厩

普
批
桑
貯
藏幽

ll竃

蒸
桑
貯

磁

祭　　爾1｝　　期

坪他　　齪　　 」凱

ジlk　　螢1　　期

り侮…　　イヒ　　　歩　　　合 YE卵及催膏死卵ガ｝合・

　nrf　　　　　　　　　　　　　　粥
9S．11　　　　　　　　　　　1．S6

97．32　　　　　　　　　　　2．6s

97．33　　　　　　　　　　　　　　　2．67

燈　　薗壼　　期　　　　　　　 97．57

手韓　　姫1　　期　　　　　　　 g6，39

111二　盃：，）1　　翔　　　　　　　97．40

冷　　齢　　期

ir・f‘Σ　　餓　　期

刑：　　鑓　　期

繕　　母冷　　期

稚　　齪　　期

舩　　鎧　　期

89　，OS

98。肌

96．47

97199

93，32

93、25

2．く襲3

3、61

2．60

10．q，　？，

1．46

3．53

2．01

6，G8

1．7r）

　上表によつて見るミ・全齢貯蔵桑騒が最も嘔i化歩合悪いが、他には大藻ない。

　2．飼　育　成　i横

　以上の苺置の飼育成績を示すざ次の通りである。

　各瞳共6　gq紛を混合掃立て約1000頭：｛∫嘔を飼育し・試強の都合、上3齢餉食當ll：1…に各臓央々

600頭に一定レて試験を行つた。爾ほ三齢迄は何れも特に不健康齪あのε臨1怨められなかった。

　（i）　鍛兇及び慧蝋期の維過

　　　　　　　　　　　懲　鬼、獄　輔　期　綴　過

Hl　　　別

普

桑
新
鮮
1舐

蒸
桑
新
鮮

益齢期

稚簸期

肚歓期

“齢期1

稚鑓期

躍期｝

1　齢

H　噂
4．05

4．05

4．05

　4．05

　　4．05

1‘1・°δ

2　齢　　3　齢

口u3
3、00

3．oo

3．00

3．00

3，00

3．00

　Fl特
3．21

・3．21

3ユS

3．21

3．18

3．2工

4　齢 5’

「lJ予　　　　　　，11hV

5．oこ3　　　　　6．06

5．03　　　　6．07

5．06　　　　　　G．07

5．03

5．06

5．03

G．07

6．07

6、07

益　齢

　rT　　Iv
22．⊥工

22．12

22，ヱ2

蜥　　期

　日鳴
工6．14

工6．瓢

15．14

22．工2　　　　　　　16。14

22。12　　　　　　　ヱ6．14

22謡 堰@エ6・14
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揃
桑
貯

匿

桑
貯

滅

奄　態冷　，夢1

添惟　1鎧　妻り1

・月i：　鍛　」朝

孫曇　歯｛穿　jVj

手盤　1韻1　」りj

jμ：　置置　 糞9」

14，。』

［　　4価
5

1　　4．05
1　・

4．05

4．05

4．05

：］．oo

；ll　，OO

呂．00

3，00

3．00

こ．；ρ3

3．幻，

，、L21

3，18

3．21，

3，Is

1｝．コ，5

j

昌，03

5．o｝；

5，06

5．〔13

5．06

5．06

〔1．0｛1

6、07

（i，07

6．（）7

e．⑪7

6．07

器二｝．1コ，

22．12

：2，　，Z　t2

蹴．鶏

2；ユ，u

三、12．1黎

ヱ6脚11

「　　　　　1‘1．1！1

E

　　　　1“、1」匹

1“，1・1

’i5、圏1・1

1’｝，1・t

」，表によれば識児、魏i勲糸髄に於ては三・．三・・s側融㍑，．砂θ・櫃酬；伽．’f・W櫃315；1蹴’

認められない．・撚剰・襯醐湖及びlll・麟1に廠調1湖が卯・醐1齢゜1　北轍’『・・T嚇．；　・1　t”

》Cゐるxb：、　」とスよ褒虫投力、抽建力岐こ1涯延しナこ牙結逗）th　i：U￥心－e抗｝らうo

　　（ii）　鍛兇の嚢穐状態

欝己畷酬ミ働各．齢1り捌繍及び囎曙鼠伽：謝・鵡1・つて．脳款，1乏・噛く轡臨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1西譲　　　　　　　　　　骨豊　　　　　　　　　　：1盈t：

tU＿“nyv“可　　　　　　・w甲・胃・・剛・一一一一”v．ゆ4－－F一齢即四曽」一．一”「「””，騎　　　　　　　　留欄　　　　　　　　　　‘　鮒姫堺脚～

1岨　　　別

蒋
搬
桑
新
鮮
工1旺

発齢期

利1：識」9」

州1：翼凱」田

蒸
桑
新
鮮
臓

．通
　桑
　賠

　Ill．壇

　　　蒸
　　　桑

　　　貯

婚　籔
　　　臓

奄齢期

：ffktiM　jVj

鈍1こ置．SUjtJJ

登齢期

．稚織期

ナ1ヒ獺期

範齢瀞1

稚獄鶏

・HI：鐡期

　1　　　齢

ム譲i　　」鐡こ　　i聾も　　識

，　　　　　，r　l　　　　　　，ノ

o．5§l　o．5δ

O．50 O．50

　O．9）O　，　　　0。ξ｝O

tt．．　i

　　2　　　　　離

t－ヒ
@　　　　　　’　　　’　　　　　　　　　　　　　ttド　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　

　～1蕉　孟1建ll恥　　1；レ｝・i｛　躍

　　蝶

2，｛lo

ご三．70

2．SO

F

｛　o．Go

il　　　　　　　　八
t，1　　　　　　i’：Vli

1
1　0・60

1　0．60

1　α50｛　L・．・9⑪

　　　O．60　1　　　1，1．tt，O

　　　　　　L

　　　o・501　2・so

0．00

0．5G

0．60

！。．5。

O．i）o

O．60

0．50

O．50

0．60

0．46

0．50

0．50

3．oo

2．701
　　　1

2，50

3．OO

2，50

2．80

2、諾1　1、：玉．lii

2．7｛｝

2．80

1，’）．s

1‘1、⑪

il｝も　　義准

：1’｝．⑪

．正昌．8

1（1、O

L・．PO　l　lr，．｛月　　1・t・f；　l　St；・⑪i　膿・‘肖　　
言ls7・o

　　　　　　　　　　i
L｝．so　　　　　 11’t．S　l　　　　iL6

　　　　　　　　　　　
　　　1

3、s⑪

郎｝o

2・．7e

2．50

＄．eo

2．40

2．80

　　　｛　　　　　　を　　　　　　　
1〔｝．O　　　：照ρ1　　り1．01　　7ア，・肩　　　；s》．重｝

　　　1

15．O　　　　　　lr｝．O

　　　i
コ、65エ　　　　　　エ｛’｝．rl曹

・・）・

�@・・’・t　帆・｝　7・・⑪i　・魏・；・・

16．｛

16，・！

1S．6

　　・ll　　　　　　ゼ命　　　1　ゐ　　　　縣：奪

　　　　　　　　　　　　　ヨ

　備　、・ピi駐も　1，，1昌礁　　・1

　　　　　剛　　　引　　　魂
　　　8Q・oi　　74・で》i　　4弼｝・⇔

　　　7り，ol　77．穿｝i　　謝の，o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　く　　　　　　　　

1　㍑沿1　7源｝｝　；s；幽丁・n

　　　，k’；．（｝i　7L轟i　　ご坦o．（｝

　　　　　　1　　　i

　　　　　　　　　　　　　l

l　　i　　【
　　　　　　　　　　　　　：
　　　瓠♪．⑪　　　　　77，鋒　1　　　瀦蕪5．9

　　　　　　　　　　　　　1
　　　s・L．局　　　　　呂2，e，　1　　　　国d．＿＿噌

　　　　　　　】　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　l　　　　　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
1　e’　’O 堰@91’0　　パ詔・5｝　375・0

16・2 P　7s・5　i　鴨ρi　　；；ワ藍轟・0

1G・6 P　臼1㌃列　 7tt，・o　i　亀覧Tt｝．e

　　　　　　　　　（　’裂｛漉二夏」．よ1⑪o籔t1「

　盤置豊』匡は5齢盛獄にb食）⊂は1蹄鋲こ國罎も攣｛ヒしfi，⊃すいのて6’　s↓七華交7）1票靱域、二ζよ｛ζ畷雛勢乞で．・｝るe．・i　《圃町

イ七の影畿舞が次lfKil　lこlj「xて葦見1よ才しるの1よ、男』1：翌識』り」よりも’窮薩雛匙1璽に∵右姿’てh　5・’バ1月ぞ頓匙（3・ン≧るa　n焼v：，〉ぐ、少

　　ヤ
く　ざも3働舎叉｛よ4歯告雑蟹1寺2≧・壷翼勢導するのヵマエヒii毫挺自り含螺鯉1「！りε．1歩へら・t　1・るr．．詑二1二；s’：IL｛出「詫卜！・這揮1こノ〈｛．、こ至

なく．、、一足の1ヒ頁節」を5込握三つ「こE壱よ困興雄『〔》）る力需、11ll竃；ミ守斗冬しナニ」易」喬1二右餐『⊂’c；k渉茎鷲礎》・ケカて．喝ミll鞭紐：・腫

く現1まiしる｛99〔lfij　ipsあるo

　　（iii）減諮渉合及鶯繭歩合調査

　　合飴初」田に各’直600頭に缶咀恨：して育司「爵』し、51鈴末瑠1に｝識1量藪しナこるむ．父錨し1ジ合・ノ迄ぴ峯罰糊餐”f＞・｝e鳳る
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ミ款表の如くである。　　　　　　　　‘一「

　　　　　　　　　減獄及び擬繭戒績

賊　　　　　鯛

普
通

桑
新
鮮
置

蒸

桑
新
鮮
礁　、

魯
通

桑
貯
戴
1・霞

　蒸
　桑
・　貯

　藏
　1飯

発　 齢　期

稚　簸　期

llk　蟹　期

金　 齢　 期

稚　微　期

肱　 齪　 期

識欝1歩含
．．鷺

o．0

3，2

8．3

2．2

÷，3

2．5

杢　 齢　 期　　　　　 3．5

：礁　 歎　 期　　　　　
・i．s

月1：　鑓　 期　　　　　 4。8

盃，齢　期

稚　鐡　期

粥：　鍛　 期

2．5

工，5

1，5

菅繭渉・’臼・

　　％　98．OO

　9工ρ0

　92．00

99．00

99．00

99．OO

95。00

100．00

99．00

100、00

99，⑪0

99，00

以上によれば概して各1置共賊獄歩合は少くN瞳間の蕩興も少いがb燕蓑臨がその歩念少い傾

向もある。螢繭歩合は何れも良く、寄畷間の強異は少い。

3．牧　繭　成　績
以下上繭・中繭・下繭及同功關の歩禽を見るε訳表の如くであるが何れも大潴を認め得ない。

　　　　　　　　上繭・中繭、下繭及び同功繭歩合

甑　　　 別

普
飛
桑
新
鮮

蒸
桑
新
鮮

桑
跡

礒

全齢期

稚鐡期
lll：瓢短1

益齢期
稚鎧期
封1二1鍛期

蚕齢期
稚慧期
多li：鍛期

ト繭歩合
％

95．1

9・to

96．7

95．0

98．0

9G．S

96．9

95，0

94．3

…”卿 @ 旧　」綿　一 一叫臼「｝“ @甲町t－「　「，・一…曜“－　　　　pm伽’噂一

中繭歩含
クら

2．7

3。e

1　．1

2．2

1．4

0．9

2。1

1．7

’ド繭歩合

％

0．4

0．6

0

O．5

0．4

0．5

0．7

0

同功繭歩合

％

1．5

2．3

2，2

2．4

2．0

工．4

1．7

2．2

4．0



｛32　　　　　澱　謙　撃　難　誌　　　　
〔第二卜巻

蒸
桑
貯

登齢期

稚瓢期

肚鎧期

95．8

965

97．2

1．5

1．6

1。2

O．7

o

0

2、o

1．9

1．O

次に上繭の牧爾調査及び繭質調査を表により示せば、各圃共顯著なる蕪は認らられないが。

　　　　　　繭　質　調　査
置　　珊

普
揃
桑
新
鮮
環

蒸
桑
新
鮮
匿

魯・

歪i丘

桑
貯

臓

蒸
桑
貯
藏
誠

登齢期

稚韻期

肚獄期

全齢期

稚鑓期
坦：鑓期

奄齢期

稚獄期
Nl：TM期

繕齢期

稚鐡期
lli二欝期

鮒100瓢煎箪；

試

16工

151

153

152

152

157

156

1．19

工49

151，

工64

153

繭暦歩合
ゴ亭

1⑰

2工

21

20

22

24

19

22

19ト

20

20・

畳　　裡　 短　　裡

2．6ボ訥’

3．10

3，10　．

2．90

3，20

3．10

3．OO

2，90

3．00

、’ Q．go

3．工o

2，9◎

2，6’bt聖L

1．90

1．90

1，90

2．00

工190

2，00

工．90

1．95

工。95

2．OO，　t・

X．9．　0

凱100頼重壁は貯藏桑の揚合は普通桑給與のものよりも蒸桑給與のものの方が概して良成績を

示して屠る。爾綱暦歩合に差異あるカ㌔一電の傾向は認められない。；瞥通桑新鮮旺の溌齢及び

稚猛に少いが、他は何れも同程度である。繭の大きさには何專の差興1馨〔向はない。

4．　Σ韮二’　　垣回　　　　瓢唖　　　　査

蒸桑次代獄塵卵調査は斉庭にh’鑑て23畿斑宛を取つて調査した結襲は次表の如くである。

　　　　　　産　卵　成　績　　　 、1

田三　　　 鋤

油
桑
新
鮮
臓

蒸
桑
新
鮮

k齢期
稚鍛期
；II：　鐡　期

1粂齢期
稚獄期
肚　歎期

最　　多

！　　　粒
1　　609

691

630

G66

632

687

最　　少　コF　　均
2お

434

3s4

329

28S

1275

4澄

540

522

：541

506

52S
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鑑　　染　齢　期

誰　　稚　齪　期

謎　　月ll　灘　期

桑
貯
誠
甑

登　　　齢　　　期

稚　　　澱　　　期

｝［1：　　鑓1　　期

鴎

　　　　6三9　　　　　　’　　2S2

i　　　6S4　　1　　　276
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　706　　　　　　　　　278
　　　　　　　　1

670

727

621

321

35s

336

　　　　456
i　　　　　’

i　　’ltt’5

　　　　516

49£

53羨

495

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（調i益蛾数各職典28蛾）

上表によつて見るε・次雌繰垣獣態にも大なる差獅惚められない汎鵬肋鵬は蒸桑

に於て箏ろ産卵激が多lt・傾向を示してゐる。然し新魚繰剛よ貯瓶獅繍こ比し、択代に於ても禽

」・Lろ｛礪彫糀力≒してゐる・」蜘搬に於τ前伽・脚　麟醜く、酪11劇の蝦臨少

であつて個々の試験に於て判噺するこミは困難であるが、盤考の爾蕗試験毎に衷はるる成績の

順位を】・2・3……ミ示して翼に之を合計し，奥にその絡合的順倣を」：ヒ較する豊次の如くである。

・網一・一一@　一　脳麟煎輪鳳欄員㎜幽騨一一V：．、、、．　，㎜．噛牛．胸、r、T．－1

匿圧　　　　別
僧　代

μ卵徽i
卵7化歩合

・晋

麺
桑

鮮
搬

蒸
桑
新
鮮
1槻

魯
」駈

貯
戒
1竃

蒸1
謹

諜

　　　　11
盗齢期　 ii　　　6

　　　　11
ネ維羅XJJ

州：鎧期

登齢期

稚螺期

刑：鍛期

祭齢期

稚獄期

lll：羅期

金断室期

稚鎧期

JII：慧期

1　10

1　エ1
1

1

3

s

9

喚

工2

｛　v

l　s
l　，

3

8

6

5

10

7

12

1

9

4

工1

2

次　　代　　鍛

減聯陣歩合i次代卵数
一一一一一一一・一一・一・一一一一一一一

㊧ﾊ雀珊｝・

1　－　　31　エ0　　29

　　61，引　　2　　32
　　・21　引　…

3

11
s

4

S

9

10

2

2

2

．壬

1

2

5　1　　1
　1

　1　　　i
　I

，1、，

7

4

11

12

6

9

21　　L）i　　3

刊　判　門

33

25

44

27

39

願位脅貧1’

の順イ立

7

S

工0

左の含欝

25

1’ C　1

　　9　　　　14

、　‘1’｝

26

23

15

12

6

1刊

29

田摘　　　要

、l

　i
3　1　　10

酬
　1

　著者導は前代に於て蒸氣慮理を施した桑漿をもつて飼育せる揚合の常代に於ける産卵成績及

び次代に及ぼ揃代の影響こ就て試験を行ひ・次の如き結聚を得た。灘！圃よヨ三に蒸桑漕通

葉を更に新鮮瞳ε貯藏匿に分ち4眼ざしナこ。

1．　當代鱗卵撒及び簿化歩合は新鮮桑ミ貯藏桑ミを薩〉到して考へれば蒸桑嘔常に多く、普通桑

　給桑蝿に少い。不受精卵、死卵歩合等には跨異がない。

2．　訳代獄見、欝蠕の継過に就ては差は認められないが、唯蒸桑貯藏匠の稚霊詮期及び粥：猛期の
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蠕期が他臓よ一の’丁日簡短締1蓄れでゐる。　”』、畠、『［…　・

3．　訟代瀬の霊謂豊重は各麗タミ叢を認められない0

4．撫憶兇嚥鰍ぴ蜘繊繊よ蒸剰臓隣糠縮隔チヒに伽置に比し｛“ii／Lか嚇る1ヒ輌が

　ある。

5．訟代慧の繭質は重燈、繭騰歩合及び長短挫共に差異ありざは認められない。

6．刻憶の翻噸よ購縢の些易合に於て脚辣はれ、黄ヒα賜合蒸桑助洲銘聾・・然し全慌

　εして見れば明かなる差異は認め得ない。

　　　　　　　　　　　　　　　Iv　結　　　論

蒸氣麟桑辮囎兇の前代に方㊥破繍畑…報蜘く漕通漸鰍蹴の鮒戴糸轟ε棚嬢
る腿なき結果を示し、倫ほ貯桑せる場禽を考慮するε寧ろ蒸桑に於て慢良の結肢な’示す」i，1“があ、

つナこ。更に本報に於ては次代1：於ける前代の1灘1…は殆翻齢る誌翻1來ないが・　lill！いて云へ

ば前代に於て妊成績を示しナこ楓菖：同楓こ僅少乍ら次代に方奄て良好にひ乏はれてゐる¢貧ひ得る。

』慶之蒸氣賑理桑により飼育した霊孟卯は、次代即ち原種及び粥唾鱗種ざした揚合に於ても何等

の悪影響なしε見倣して藻支へない。

　　　　　　　　　　　　　　　（於上田類綜鵠く1騨」5墜校）
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　　　　　　　　（工9M6）．・J、縣澱繋學校2演1曳嬰報，
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